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要約；最近、母親の育児観や養育態度の変容が問題視される中で、幼児期に屡々問題にされる摂食行動の出現に、

母親の養育態渡も何らかΦ関わりを持つ可能性が考零られる。

愛育会保健指導部で、定期的に健康診断を受けている1歳6カ月～2歳児を持つ母親458名を対象に、10種類の食
事に関する主訴を中心に、主訴の有無およびその種類、母親の養育態度について質問紙調査を行った。

1・主訴のない者は31・4％、主訴数が1種類の者は20・3％、2種類13。3％、3種類14・2％であった。工人当たりの平

　均主訴数は2種類、最も多い者は8種類におよんだ。主訴の有無、主訴数と家族形態、続柄、性別との間に明ら

　かな差は認められなかった。

2．最も多い主訴はr遊び食い』　rむら食い」　r偏食」で、それぞれ44，5％、42。8％、41．1％であった。続柄、性別

　によって主訴の種類に相違が認められた。

3・育児に関する相談者があり、育児は楽しいという者は約2／3～3／4、50％前後の者は子どもの気持ち・要求をく

　み取り、遊び相手を上手にしていたが、育児不安のない者は30％に満たなかった。

4・rむら食い』r少食j　r偏食」r特定の食品だけを食べる』rのろ食べj　r遊び食い」r咀咽」rr間食を好み、

　食事を食べない」行動に、母親の養育態度が明らかに関与していた。

見出し語；低年齢児の食生活・摂食行動・母親の主訴・養育態度

Eat　ing　Behavi　or　of　Infant　s　and　Atti　tude　of　Mothers

　　　　　　　　　Kiyoko　MIZUNO，Takae　KAGI，　Keiko　TAKEUCHI

　Changes　in　the皿other，s　views　and　attitudes　concerni㎎　infanも　rearing　have　recently　been　hig駐1i帥ted．

Eating　Prob上ems　of　infants，　which　have　ofしen　been　discussed，　seem　to　have　s㎝e　relation曲ips　with　the

attitudes　of　mothers　duri㎎　infant　rearing．　We　carried　out　a　ques七ionnaire　survey　to　investigate　10

typesofeatingProb1㎝sofinf㎝捻andtheirmot虹ers『attitudesab㎝tsuchb曲avior，㎝o㎎458mot臨螂
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ance　Depatment　of　Aiikukai．

L　Of　a11　皿othens，　31．4器ans四ered　tbat　they　noticed　no　eat三㎎　problem　in　their　infants，　20。3％aoticed

　one　problem，　13。3器　identified　2　problems， and　14．2％　identified　3　problems．　胤e　average　number　of

　types　of　eati㎎problems　which　individual　m（〕thers　observed　in　their　infants　was2，　with　a　range　of　O

　tg8・．Thepresenceorabsencelandthen㎜berofeati㎎probl㎝shadnocleπrela七ion鋤ipwiththe
　size　of　t㎞e　fa田ily，　the　sib1三ng　other　position　or　the　sex　of　tむe　infant．

2，　The　most　frequent　eating　Problems　were　playi㎎during　mealtimes　（44。5％），　eati㎎at　irregu王ar七imes

　』（42。8％）andunbalanceddiet（41．1毘）．正et搬esofeati㎎pr・b1㎝svarieddep㎝di昭・nthesibling・r－

　der　position　and　sex　of　the　infants．

3，　About　two－tbirds　to　three－fourths　of　all　mothers　had　a　good　consultant　concerning　infant　rearing　and

　enj・yedinfantreari㎎・Ab・uし50器・fdlm・thersp1鋸醐wellwitht鼓elrinfants，sensitive増aむtuned
　to　the　fee工i㎎s　and　desires　of　their　infants．　However，　the　percentage　of　mothers　who　had　血o　a鰯iety

　with　regard　to　infant　rearing　less　than　30％・

4，類emoth㏄置sattitu㈱inre瞬瓠toin重antrearinghadac1曜relationshiptoirregu1礎ti㈱， 6at」

　ing　too　little，　unbalanced　die七，”picky”eati㎎，　eating　too　slowly，　Playing　duri㎎mealtimes，　inade－

　qmte　mastication，　and　too　many　snacks　at　t血e　expense　of　a　regular　meals．
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1研究目的

　子どもの摂食行動や摂食態度に関する母親からの主訴

は、乳児期に比べ幼児期に多くなる。その主なものは遊

び食い、むら食い、偏食、少食、食欲不振などである。

従来これらの主訴は、幼児期にみられる自我の発達や発

育速度の緩慢化現象による栄養調節作用と考えられてい

た。二木ら【，は子どもの摂食行動や摂食態度は子どもの

心の状態と密接に関連し、その関連性は2、3歳児に強

く出ると報告している。しかし、最近、母親の育児観や

養育態度の変容が問題視されている中で、これらの主訴

の発生に母親の養育態度も何らかの関わりを持っている

可能性が考えられる。八倉巻ら2｝は保育園および幼稚園

に通園する1～5歳児の母親を対象に、食行動と養育態、

度との関連性を調査している。著者は当保健指導部での

栄養相談の効果を高めるために、幼児の摂食行動の状況

を把握して、これらの摂食行動がどのような背景により

出現するかを観察し、今後の栄養相談に役立てたいと考

えた。

∬　調査対象および方法

　愛育会保健指導部でほぼ定期的に健診を受けている1

歳6カ月～2歳0カ月を持つ母親を対象に、児の食事に

関する問題の有無とその種類、生活背景・母親の食事観

、養育態度などにっいて質問紙調査を行い、458名から

回答を得た。回収率は54．9％であった。

　調査対象の87・1％は核家族であり、第1子は67・4％、

、第2子28．9％、第3子以上は3、8％であった。

　対象児の71．5％は健康状態が良好または普通であり、

風邪をひきやすい、湿疹ができやすいがそれぞれ10，6％

、8．3％にみられた。

違が関与しているものと考えられる。本調査では乳幼児

栄養調査3，に比べ、訴えのない者の割合が約10％高かっ

た。これは調査項目の内容が多少違うこと、また、乳幼

児栄養調査3｝は厚生統計標本地区において行われたが、

本調査では定期的に健康診断・栄養相談を受ている母親

が対象であったことが、その要因として考えられる。

2．食事行動に関する主訴数の分布および1人当たりの

　主訴数

　10種類の主訴についてその分布をみると、1種類の者

が最も多く20．3％、3種類14．2％、2種類13，3％の順で

あった。1人当たりの平均主訴数は2種類、最も多い者

は8種類におよんだ。

　家族形態別に主訴数の分布をみると、主訴無しの者は

核家族、複合家族共に約30％であったが、1～3種の主

訴を有する者は複合家族に比べ核家族に多く、4種以上

の者は複合家族に多かった。しかし、有意差は観察され

なかった。

　続柄別との関連性をみると、主訴無しの者は第1子29

．2％、第2子35．6％、1～3種有する者は第1子に多か

ったが、4種以上の割合には全く差が認められなかった

。家族形態、続柄による平均主訴数にも差は認められな

かった。

　さらに、性別の影響をみると、主訴無しの者は男児30

．8％、女児32．4％、4種類以上の者は女児に多いが、有

意差はなかった。

3．摂食行動に関する主訴の種類

　児に対する母親からの主訴の種類とその割合を表1に

示す。

表1摂食行動に関する母親の主訴

皿結果および考察

1．食事に関する母親からの主訴の有無

　保健指導部の栄養相談時に、幼児の食生活・摂食行動

に関する母親の訴えの中から、代表的なものを10項目取

り上げ、5段階尺度で主訴の有無を調査した。取り上げ

た主訴の種類は表1に示す。

　主訴のない者は31．4％であった。1985年に行われた乳

幼児栄養調査3⊃によると、1歳6カ月～2歳未満児にお

いて食事に関する主訴のない者は21・5％、また、1990年

の幼児健康度調査報告書4》においては50．1％であった。

これら二つの調査におけるの比率の相違は、調査項目数

が前者では10種類、後者では3種類であり、項目数の相

実数比率
（人）　（％）

いやいや食ぺる

食事中の表情が暗い

むら食いをする

少食である

好き嫌いがある

特定の食品だけを食べる

食事に時間がかかる

遊び食いをする

咀咽に問題がある

間食を好み、食事を食べない

10

　2

195

72

187

178

96

203

93

49

　2．1

　0．4

42．8

15．8

41．1

39．0

21．0

44、5

20．5

10，8
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　主訴の上位3種類はr遊び食いを

する」、rむら食いをする」、「偏

食』で、それぞれの割合は44．5％、

42．8％、41．1％、次にr特定の食品

を食べる」（39．0％）があげられて

いた。いわゆるrのろ食べ』は21％

、咀囑に何らかの藺題を感じている

母親は20．5％、少食を訴える者は15

，8％であった。前掲の乳幼児栄養調

査結果3⊃においても、r遊び食い」

「むら食い」がそれぞれ44．4％、28

．3％にみられ、ユおよび2位を占め

ていた。1962～63年に行われた武藤

ら5，の調査によると、1．5歳～2歳

児を持つ母親の75％は子どもに食欲

不振のあることを訴えていた。しか

し、 本調査においても、また、前述

表2母親の養育態度

実数比率
（人）　（％）

ゆったりとした気分で過ごすことが多い

順調に育っていると思う

気持ち・要求を上手にくみ取っている

甘えや要求に応じていることが多い

育児に不安や迷いはない

主人は育児に協力的である

主人と育児にっいてよく話し合っている

周囲に子ども・育児のことを話し合える人がいる

育児は楽しい・張り合いがある

遊び相手が楽しく、上手に遊んでやれる

外で他の子どもと触れ合う機会が多い

162　　35．9

436　　95．2

257　　56．5

210　　46、3

133　　29．1

293　　64．8

350　　77．1

356　　77．9

379　　83．1

193　　42．3

237　　51．9

のいずれの調査1・2・3浦においても、幼児期における少

食の訴えは数％～20％以下であった。これは母親の育児

意識の変化の一端を示しているように思う。最近は肥満

を警告する傾向が強まり、そのため少食をあまり気にし

なくなったのであろう。

　児の続柄と主訴の出現との関係をみると、rむら食い

」r偏食j　r特定の食品だけを食べる』rのろ食べ」r

遊び食い」r咀噌」に関する主訴は第2子以上の者より

第1子に多く、特に、rのろ食べ」に関しては2群間に

有意差が認められた（κ2検定p＜0．001）。また、　「

間食を好み、食事を食べない」という訴えは第1子より

も第2子以上に多かった。これは上子の間食摂取の影響

によるものと思われる。

　女児に比べ男児に高い割合で観察された摂食行動はr

むら食い』r偏食」r遊び食い』、一方、女児に多瞬テ

動はr少食』rのろ食べ」r間食を好み、食事を食べな

い」であった。しかし、いずれも男女児間に有意性は認

められなかった。八倉巻ら2，もr小食」やr食べ方が遅

い』は女児に、r遊び食べ」やr散らかし食べ」は男児

に有意に多いごとを報告している。これは主訴出現率の

高くなる年長児を調査対象としたために顕著な差が現れ

たものと思われる。

4．母親の養育態度

　保健指導部における心理相談の問診表から、母親の養

育態渡を評価する項目11種を選び、3段階尺度により評

価した。各項目に対して肯定的な回答をした者の割合を

表2に示す。

殆どの母親はr子供は順調に育っている」と答えてい

た。rゆったりとした気分で過ごすことが多い」者は40

％に満たないが、50％前後の母親は子どもの気持や要求

を上手にくみとり、また、子どもの甘えや要求に応じて

いることが伺えた。r育児に不安や迷いはない」者は29

．1％とやや低率であったが、65～77％の者は主人から育

児の援助や相談を得ており、また、78％の者は周囲に子

どものことや育児に関する相談者がいた。そして、約3／

4の者は育児を楽しみ、張り合いがあると答えている6

しかし、子どもとの遊び相手が楽しく、上手に遊んでい

る母親は半数以下（42．3％）であった。

5，摂食行動に関する主訴数と養育態度との関連性

　主訴数が無し、1～3種類、4種類以上の3群に分け

て、母親の養育態度との関連性を観察した。

表2に示した母親の養育態度の中、r子どもの甘えや

要求に応じることが多い」場合には、摂食行動の主訴数

が無しの者よりも4種以上有る者が増加する傾向にあっ

た。このような養育態度を持つ母親は食事の場面でも子

どもの要求を受け入れるために、食事上の問題発生に一

層拍車がかかる可能性が考えられる。その他の項目に関

しては、それぞれの項目に肯定的な態度を示す母親に・

摂食行動に関する主訴の無い者が多い傾向にあった。

　特に、母親の養育態度がrゆったりとした気分で過ご

すことが多い」「育児に不安や迷いはない」r遊び相手

をするのが楽しく、上手に遊んでやれる」場合に、主訴

の有る者に比べ、無い者の割合が高く、それぞれの項目

について有意性が認められた（いづれの場合においても
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κ2杉淀Pく0．01）o

6．食事行動別にみた主訴の発生と母親の養育態渡との

　関運性

　表1に示す主訴の中、主訴率が比較的高か6たrむら

食い」r少食』r偏食」r特定の食品だけを食ぺる」r

「食事に時間がかかる（のろ食べ）」r遊び食い』．r咀

咽に問題がある」r間食を好み、食事を食ぺない」の8

項目について、母親の養育態度との関連性を観察し、こ

の中、特に有意性が認められたものを表3に示す。

　rむら食い」の発生予防には母親自身に育児に対する

自信を持たせること、子どもの気持ちや要求を上手にく

みとらせること、子どもとの遊ぴ相手を上手にできる技

術を習得させることなどが必要であった。「少食」には

主人の育児に対する協力やサポートが大きな因子となっ

ていた。これは主人の精神的なサポートの有無により、

子どもが摂取する食事量の捕らえ方が変わるのであろう

。r偏食』やr特定の食品だけを食べる」については、

育児に対する母親の自信と上手な遊び相手となる技術が

影響を及ぼしていた。遊ぴを積極的に取り入れることに

よって子ども自身が空腹を体験し、それがr食べる意欲

』につながる可能性が考えられる。rのろ食ぺ」には育

児に対する自信が、r遊び食い」は育児に関して自信を

持ち、母親がゆったりとした気分で対応することによっ

て解消するようであった。r咀噌」に関しては上手な遊

び相手になることの要素が関与していた。r間食の摂取

による食欲不振」の訴えを持つ場合には、有意差は認め

られなかったが、子

どもの甘えや要求に　　　　　　　　　　　　　表3

応じている場合が多

　以上の結果から、幼児期にみられるさまざまな摂食行

動の発生には、母親の養育態度が関与することが明らか

にされた。摂食行動に関する指導に当たっては、子ども

の発達や食生活の面から指導すると同時に、母親に育児

に対する自信を持たせ、子ども媚rj面に立って子どもの

気持ちや要求を的確に把握し、．それを受容できる母親を

育てることの重難が示唆される。
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食事行動と養育態度との関係

かった。このような

トラブルを起こさな

いためには、子ども

の気持ちや要求を上

手にくみ取って上手

に遊び相手になり、

子どもとゆったりと

した気分で過ごすこ

とが問題の発生予防

にっながることが示

唆される。

むら食い 少食偏食特定ののろ　遊ぴ　咀
　　　　　　食品を　　食ぺ　　食い

鳴、間食を

　　好む
ゆったりとした気分で

　　過ごすことが多い

気持ち・要求を上手に

　　　くみ取っている　　　＊

甘えや要求に応じて

　　　いることが多い
育児に迷いや不安はない　　＊＊

主人は育児に

　　　　協力的である

主人と育児について

　　よく話し合っている’

遊び相手が楽しく、

　上手に遊んでやれる　　　＊

＊＊

＊＊

＊

＊

＊＊　　　＊

＊

＊

＊＊

＊＊　　　　＊＊

＊＊＊

＊＊

＊

pく0．05、 Pく0、q1、 p＜0．001
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